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　 　　　 　　 　　 　 は じめ に

　頚管粘液は ゲ ル の 構成に 与る 糖蛋 自一高粘性

分 high　 viscosity 　 compG 矼 ent （HVC ）一と血 清蛋

白群 ， 電解質 ， 糖類等
一

低粘性分 LOW 　viscosity

component （LVC ）
一

を構成分 とす る分泌物で 上皮

性 mucin の
一

つ で ある （Davajan 　 et　 al ・1970 ）．こ

の 粘液 の 物理的性質 の 粘弾性 ，牽糸性 （曳糸性）

は HVC に よ る とい わ れ，古 くか ら レ オ ロ ジ ー領

域 の 研究 の 対象 と さ れ て きた （Clift　 1945） が
，

我 々 は粗粘液 よ りHVC を分画精製 し， こ の 生体

高分子 の 物性解析を レ オ ロ ジ ー
の 概念を導 入 し行

つ て い る が ，こ こ で は ム チ ン 分離法 とそ の 若干の

性 質に つ い て報告す る，

　　　　　　　　　 研究材料

　頚管粘液 は 排卵期周辺 に Tuberculin 注射器

（ガ ラ ス 乾燥 ，disposable 合成樹脂） に 吸引 ， 又

4・X　Davajan−Kunitake （1969） に 従 い pelyethylene

suction 　 catheter （French　size ＃14）に 10m1 容景

注射器を接続 し腟部鉗子或は 反型無鈎鉗子で 空気

の 吸入 を防 ［F．しつ つ 吸引採取後注射器，カ テ
ー

テ

ル を 直ち に 冷凍庫 に 入れ凍結 （− 20℃以下）保存

し，使用時に 融解混合 した． 1 回 の 処理 は mini −

mum 　20m1 の 材料を 用い た ．

　 ム チ ン 分離法

　 Gibbons （1959） 法を若干 改変 し て行 つ た 　（図

1 ）．粗粘液 の 約 10倍 の 生食水又 は 純水 を 加 え撹拌

後 0 ℃ に 24時間静置後，44 ，0009 ，60分 ，
0 ℃ に

て 遠沈 iAla，！i
を ゲ ル 相か ら除き，同様の 洗滌操作を

数回繰 り返す． ゲ ル 相に 10倍容 の 飽和 CaC12 溶

液　（飽和 CaC12： 無］」くエ タ ノ
ー

ノレ 9　：　1v！v ）　をカli

え， 0 ° 〜 4CC に 静蹕時折撹拌す る ． 3 〜 5 口 で

ゲ ル は溶媒に 溶解 L 曳糸性を 有す る溶液 とな る．

エ タ ノ ー
ル 濃度 を 20％　（v！v ） に 上げ 静置後，

0 ℃
，
44，000　9 ，60分遠 沈 し残渣を除去，．．』澄は
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図 1　 子 宮頚管粘液 ム チ ン 分離 法
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更 に エ タ ノ ール 濃度50％ に する．曳糸性 は殆ん ど

消失 し白濁 を認め る． 0 ℃
，
24時間 後44，000　ts「 ，

60分遠沈 し
， 管壁に 自色 沈降を得る ．上澄を 去 り

前記 の 飽和 CaC12 液を加 え再び溶解後 ，
50％ エ タ

ノ ール と し沈降を得 ， 上 澄は 除 く，沈降物を再度

上記溶媒 に 溶解，セ 卩 フ ァ ン チ ュ
ーブを使用 ，純

水，0．05M −EDTA 液 ， 純水 の 順に 充分透析後凍結

乾燥 し， 白色線維綿状物を 得た ． 収率は約 10ml

粗粘液あた り10〜50mgで あ っ た ．

　精製 ム チ ン の 性質

　 （1）　 「隠燥 ム チ ン ば 自色綿状 で
， 純水 を加 え る

と不穃性 の 透明膨潤 ゲ ル とな り索糸性を有 し排卵

期 の 粗粘液様 の 所見を 呈する． こ れ を ス ラ イ ドグ

ラ ス 上 に て乾燥 させ る と無定形 固体 とな り， 結 晶

形成は 認 め られ な い ．　 （2） 純水中 の ゲ ル は 撹伴

と静置を繰 り返 す こ とに よ り24〜72時間で粘稠な
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　　　　　 写 真 ⊥　 免 疫 電 気 泳 勁

CM ： 粗螢 管粘液，　 A −HS ： 坑 人全 血 清，　 IIS ・
人

llrL清 ，　 P−CM ： 分 離 ム チ ン

均質溶液 を得 る こ と が 出来 る．約 1 ％溶液を使 用

した 免疫霞気泳動 で は 抗全人 ［血清 と の 沈降線は 認

め られず （写真 1） ア セ テ ー ト膜電気泳動 （HR

緩衡液PH　8 ．6） で 泳動 さ れず　（non 　migrating ）

原点が ポ ン ソ
ー S に 弱染 し， PAS 反応，　 alcian

Blue 染色で強 く染色 された．　デ ィ ス ク蒄 気泳動

（Canalco　 7 ％ ア ク リ ル ア ミ ド） で 試料 は濃縮 ゲ

ル に 止 り分 離．用 ゲ ル に Amidoschwarz
，
　 PAS

，
　Al −

cian 　Blue の 各染色 に 陽性 の パ ン ド は 認め られ

な か つ た ． 又　
・
連 の　Sephadex を 通過 しえ ず ，

Sepharose 　6B 　に ょる1慮｝愚も不1周に終 つ た ．（3）

約 0．5％ の ム チ ン 溶液 （e．2M 　LiC1−Lithium　 ci −

trate 緩衡液PH　6．8） を 用 い た 超遠心 沈「1条速度法

（Spinco −E 型超遠心機） に て 沈降界面が
一

峰 の 移

動を認め た ．　 （4）　精製 ム チ ン の シ ア ル 酸含量 は

3 〜 5 ％で あつ た ．

　　　　　　　 考寨 および総括

　上皮性 ム チ ン は 化学的 に、糖蛋白 で あ リフ コ
ー一

ス
，

シ ア ル 酸を含有す る と い わ れ る． こ こ に 分離

し た ム チ ン もシ ア ル 酸を 含み
，
PAS

，
　Alcian　B 工ue

で強 く陽性を 呈 し糖蛋自 と し て の 特性を有 し，更

に 竃気 泳動 E血清蛋 白を証 明 しえず単
一

成分 と し

て 泳動原点 に rLる （non −migration ）．こ れ は ゲ ル 濾

過法｝こ て い ずれ の b”ル の pore を も通過 しえない

こ とも含め て極め て 巨大な分子或は 分予群を想定

せ しめ る．　
・方乾燥 ム チ ソ 物質が純水 中に 静置 さ

れ ると不溶性 の ．膨潤ゲ ル を呈 し，撹伴 静置に よ り

溶解 し粘稠な 溶液を 示す こ と は
， 鎖状 ム チ ン高分

∫
．
が相互 に か らみ 合 い 架橋 さ れ （cross −links）網状

構造 を 形 成 ｛．．．，こ の 間 に 溶 媒が 侵 入 し膨潤 した ゲ

ル を 呈す る ，こ の か らみ 合 い が解け る と弾除ゲ ル

は 消失 し粘性溶液 とな る と解釈 され る，即 ち ム チ

ソ の 粘弾性 ば分子 の か ら み 合 い に よ る網状構造が

本態で あ り，こ れ は 弱 い 応力 に 対 し変形 し応力 の

解除 に よ り変形は 冗 に復す る （弾性） が ， しか し

応力 が強い と網状構造が こ わ れ
，

か らみ 合い が解

か れ る こ と に よ り流動 し変形は も は や 旧 に復 さ な

い （粘性 ），も う一一一つ の ム チ ン 物質 の 特徴は シ ア ル

酸 の カ ル ボ キ シ ル 基 の 存在で
，

こ うした 解離基が

多数存在す る こ とか ら ， 陰性荷電 の 高分子電解質

（polyelectrolyte） と ．琴え ら れ る こ とで あ る． そ

の 物性 ば又特異的で あ り，そ の 詳細に つ い て は 漸

次報告する 予定 で ある．
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